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固体酸化物形燃料電池(SOFC)はセラミックスからなる燃料電池で、高い発電効率や

多様な燃料が使えるなどの特徴を持ちます。東邦ガスでは SOFC のセル材料からシ

ステムまで実用化に向けた研究開発に取り組み、材料研究では酸化物イオン導電性

に優れたスカンジア安定化ジルコニア電解質を開発しました。この材料は国内外の

開発メーカーに採用され、SOFC の高効率化やコンパクト化に寄与しています。家

庭用 SOFCは既に実用化されていますが、東邦ガスではさらに数 kW級の小型業務

用 SOFCの実用化を目指した研究開発に取り組んでいます。 

 

左図 家庭用燃料電池の効率（火力発電との比較） 

右図 開発した SOFCセルと材料 
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